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（2017年 3月、UCバークレー校C. V. スター東アジア図書館）
ハワイ大学マノア校と協定書を締結
　2017年2月16日（木）、当館とハワイ大学マノア校【University of HAWAII MANOA（UHM） School of 








































































































































































13：20 ～ 15：25 パネル１「文字認識のフロンティア」
15：40 ～ 16：00 「「新日本古典籍総合データベース」の新たな試み」
16：00 ～ 17：00 パネル２「文献観光資源学は何をめざすか」
● 7月29日（土）
10：30 ～ 11：00 研究報告１「古典の普及・教育と漫画」
11：00 ～ 11：30 研究報告２「絵本としての草双紙」
11：30 ～ 12：00 研究報告３「近世日本数学文献研究の新しい地平」
13：00 ～ 14：30 パネル３「「文芸を折る」―日本古典籍における折本という存在」




















































日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 1 2 3 1
7 8 9 10 11 12 13 4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 8
14 15 16 17 18 19 20 11 12 13 14 15 16 17 9 10 11 12 13 14 15
21 22 23 24 25 26 27 18 19 20 21 22 23 24 16 17 18 19 20 21 22
28 29 30 31 25 26 27 28 29 30 23/30 24/31 25 26 27 28 29
●開館 :9:30～18:00　　●請求受付 :9:30～12:00,13:00～17:00　　●複写受付 :9:30～16:00
ただし、土曜開館日は、























かるかや ご でんたまくし げ 
萱後伝玉櫛笥』　曲亭馬琴作・葛飾北斎画
　本書は、文化四年（1807）に刊行された、曲亭馬琴作・葛飾北斎画、全三巻三冊の中
ࡕࡹ࠺
本
࡯ࢇࡀࡓ
型読
よみほん
本である（江戸 榎本
惣右衛門・同平吉板）。中本型、という呼称は、通常の読本が半紙本であるのに対し、ひとまわり小さな「中本」書
型―美濃半截本、ちょうどいまのＢ６サイズに近い―を有することに由来する（本書は19.1×13.5㎝）。この手軽
さは内容にも反映され、半紙本読本に比して、題材や文体など柔和な点に特色がある。
　馬琴はその生涯に『南総里見八犬伝』をはじめ数多くの読本を著したが、うち中本型読本は八作を数える。長き
に渡る執筆活動のうち比較的初期に集中して刊行されており、本作は第六作目にあたる。当時の馬琴にとって、中
本型読本は「恰好の実験場」（髙木元氏『江戸読本の研究』「馬琴の中本型読本」）であった。
　物語は、説経節「苅萱」などで知られる繁（重）氏・石童丸父子の時代から時を経て、繁氏の孫にあたる加藤繁光が、
源頼家、実朝の代を舞台に御家再興を目指す、という基本線に、子・石堂
䞉
丸の敵討や弓術が絡み、最終的に父子対
面を果たすまでがテンポよくまとめられている。また末尾
には、本筋とは直接関係のない富士の人穴と鍾
しょう き 
馗について
の長い考証が付されるとともに、本書冒頭には北斎による
これら二点を主題とした口絵が配され、見どころの一つと
なっている（今回は口絵より「鍾馗霊をあらはして虚
ࡁࡼࡀ࠺
耗の
鬼を捕ふ」を掲げた。）。
　当館所蔵本は、摺りも良く、題簽も中下巻に存し、全
体として保存状態も良好の美本である（請求記号　ナ４－
８３７－１～３）。　　　　　　　　　　　　　（木越　俊介）
